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岩手大学 『環境マネジメントと産学官民連携を活用した「π字型」環境人材育成プログラム』 学外実習一覧 
 

★それぞれの条件を満たせば、岩手大学認定資格「岩手大学環境管理実務士」取得希望者以外でも学外実習に参加できます。「岩手大学環境管理実務士」取得希望者は、地域や社会に主

体的に関わりを持ち、その経験を踏まえて環境マネジメントの観点から提言書をまとめ、提出してください。 

☆学外実習（ボランティア活動とインターンシップ）に3日間以上参加し、提言書を提出することが、岩手大学認定資格「岩手大学環境管理実務士」の取得要件です。 

★学外実習に参加する学生は、受入団体・岩手大学環境人材育成プログラムと覚書を取り交わす必要があります。 

詳細は、中島 清隆（なかしま きよたか）（事務局2階環境マネジメント推進室、TEL：019-621-6912、E-mail: knakashi（at）iwate-u.ac.jp） 

までご連絡ください。お手数ですが、メールアドレスの（at）は、@に直してご連絡ください。 

☆学外実習に参加する学生は、学生教育研究災害傷害保険と学研災付帯賠償責任保険に加入する必要があります。 

★    は実施が確定したもの（2021年7月12日現在）です。緑で塗っているところは現在募集している活動です。新たな学外実習は実施が確定次第、適宜お伝えします。 

 2019年度岩手大学環境人材育成プログラム学外実習の内容一覧   詳細は事務局および紹介団体にお問い合わせください。 

No. 体験内容 受入団体 就業地 受入条件など 実習期間 定員 紹介団体 

 

 

 

 

 

 

 

1 

岩手大学 

教育学部附属学校 

における 

エコアクション21 

環境マネジメント 

システム内部監査 

岩手大学 

環境マネジメント 

内部監査委員会 

岩手大学 

教育学部 

附属学校 

・岩手大学上田キャンパス以外を対象に、環境マネジ

メントシステム（EMS）規格「エコアクション21」

に基づく内部監査を実施します。 

・岩手大学EMS内部監査経験者（内部監査補助員・オ

ブザーバー）が参加できます。 

・岩手大学EMS内部監査オブザーバー経験者は、内部

監査補助員として内部監査を経験することができ、

本プログラム環境マネジメント科目「環境マネジメ

ントと岩手大学」の代替として要件を満たせます。 

・岩手大学EMS内部監査補助員経験者は、本プログラ

ム環境マネジメント科目「地域環境マネジメント実

践演習」の代替として要件を満たせます。 

・7/24（土）締切 

【予定】 

7/26（月）内部監査員養成研修（内部監査の準備含） 

「内部監査の実施・結果報告」 

7/27・8/3（火）教育学部附属４校園 

なし 

INS：CSR／環境人材育成研究会事務局 

環境人材育成プログラム事務局 

中島 清隆（なかしま きよたか） 

事務局2階 環境マネジメント推進室 

TEL：019-621-6912 

E-mail：knakashi（at）iwate-u.ac.jp 

http://www.iwate-u.ac.jp/ecoedu/ 
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No. 体験内容 受入団体 就業地 受入条件など 実習期間 定員 紹介団体 

 

 

 

2 
農場経営・農業・食育 

に関する 

インターンシップ 

吉原農場 

吉原農場 

北海道 

上川郡 

・吉原農場の経営に関する活動及び 

管理作業、北海道・日本の農業や

食育に関連する講話実践研修 

・吉原農場までの往復交通費その他 

費用要（宿泊場所と食事は吉原農

場で提供） 

・応募締切〇/〇（〇）〇まで 

・打ち合わせ〇/〇（〇）〇 

〇年 

〇月〇日（〇） 

～〇日（〇） 

〇泊〇日 

〇名 

 

吉原農場 吉原康弘氏 

吉原農場Facebook 

https://www.facebook.com/yoshiharanoujyou 

 

INS：CSR／環境人材育成研究会事務局 

（連絡先：No.1に掲載分と同じ） 
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令和元年度 

松尾鉱山跡地 

森の再生活動 

社団法人 

東北地域環境計画 

研究会 

松尾鉱山 

跡地 

B堆積場 

・〇/〇（〇）・〇/〇（〇）・〇/〇（〇）・〇/〇（〇） 

 午前9：30～12：00頃 

・INS：CSR／環境人材育成研究会事務局まで連絡 

・作業内容：既存植栽木の育成（チシマサザ等の刈払

い、植栽木受光のためのハンノキ等の剪定等）・苗木

植栽（新植・補植）、成長量調査、実生発生調査、そ

の他必要な作業、食害防止ネットの効果検証、外来

樹種の調査及び駆除、説明版や標識の設置による植

栽区画の明確化など 

なし 

社団法人東北地域環境計画研究会 

FAX：019-601-2395 

E-mail：mail（at）tokanken.jp 

 

INS：CSR／環境人材育成研究会事務局 

（連絡先：No.1に掲載分と同じ） 
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Kids’ ISO14000 

プログラムに基づく 

環境配慮活動 

特定非営利活動法人 

国際芸術技術協力機構 

岩手県内 

あるいは 

海外 

・「Kids’ ISO14000プログラム」は、環境マネジメント

システムの国際規格である「ISO14001」の骨子を 

生かした環境教育プログラムです。 

・地域で活動する「中級編」と海外で活動する 

「上級編」に参加できます。 

なし 

特定非営利活動法人国際芸術技術協 

機構マネージャー 鳥山和夫氏 

 

INS：CSR／環境人材育成研究会事務局 

（連絡先：No.1に掲載分と同じ） 
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野田村だらすこ 

市民共同発電所 

自然エネルギー寺子屋 

子どもPV工作教室 

運営支援 

野田村だらすこ 

市民共同発電所 

自然エネルギー寺子屋 

実行委員会 

岩手県 

野田村 

・野田村だらすこ市民共同太陽光

（PV）発電所自然エネルギー寺子

屋の一環で、野田村の小中学生対

象に開催する「夏休み子どもPV工

作教室」運営に参加します。 

・宿泊費・食費は、実行委員会が 

負担します。盛岡からの自動車移

動（同乗）の場合、交通費なし。 

・昨年の活動経過は、Facebook参照。 

・応募締切〇/〇（〇）午前中まで 

・打ち合わせ〇/〇（〇）〇～ 

 

 

〇年 

〇月 

〇日（〇）・ 

〇日（〇） 

なし 

野田村だらすこ市民共同発電所 

自然エネルギー寺子屋実行委員会 

担当：小原隆史氏 

野田村だらすこ市民共同発電所Facebook 

https://www.facebook.com/pg/darasuko.solar/

about/ 

 

INS：CSR／環境人材育成研究会事務局 

（連絡先：No.1に掲載分と同じ） 
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No. 体験内容 受入団体 就業地 受入条件など 実習期間 定員 紹介団体 
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エコプロ2019 

岩手大学の 

環境と震災復興への 

取り組み展示企画の 

立案、発表、実施と実証 

岩手大学 

環境マネジメント 

推進室 

エコプロ 

2019 

東京 

ビッグサイト 

岩手大学 

ブース 

・日本最大級の環境展示会「エコプロ2019」大学・教

育機関コーナーに、岩手大学は環境と震災復興への

取組を展示。多くの方々が岩手大学の展示ブースに

お越しいただけ、岩手大学の取組を分かりやすく伝

えられる企画の立案、発表と実施、検証を行います。 

・下記の予定に全出席できる方。 

・〇/〇（木）締切（定員が埋まり次第終了） 

【予定】〇月上旬 初回打ち合わせ（顔合わせ） 

〇月中旬 環境学習交流センターの見学・相談 

〇月下旬 企画案のプレゼン 

〇/〇（〇）〇～〇 

 「エコプロ2019」岩手大学の展示ブース運営 

・費用：交通費（新幹線代）・宿泊費は岩手大学環境人

材育成プログラムで負担。その他の費用は自己負担 

2名 
INS：CSR／環境人材育成研究会事務局 

（連絡先：No.1に掲載分と同じ） 

 

 

 

 

7 
インドネシア・バリ島 

の大学などでの環境活動 

特定非営利活動法人 

ASIA Environmental 

Alliance 

インドネシア 

バリ島 

・ガネーシャ教育大学シガラジャキ

ャンパスで同大学言語芸術学部日

本語教育コースの学生といっしょ

に、同キャンパスやシガラジャ地

域での環境活動・国際交流活動に

従事します。 

・往復交通費（鉄道・飛行機）・宿泊

費・食費など実費負担。 

・応募締切〇/〇（〇）午前中まで 

2022年 

3月上～中旬 

2週間程度 

2名 

特定非営利活動法人 

ASIA Environmental Alliance 

副代表理事 管信利氏 

 

INS：CSR／環境人材育成研究会事務局 

（連絡先：No.1に掲載分と同じ） 

 


